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11
前
号
で
既
報
の
と
お
り
今
月
二
十

一
日
に
第
二
回
の
経
営
者
シ
リ
ー
ズ

講
習
会
が
開
か
れ
ま
t
。
今
回
の
テ

ー
マ
は
「
倒
産
予
測
」
で
講
師
は
前

回
と
同
じ
く
中
嶌
良
次
氏
を
予
定
し

て
太
り
ま
t
▼
,
倒
産
'
と
い
う
一
言

葉
を
聞
か
な
い
日
が
な
い
低
ど
慢
性

化
し
た
不
況
の
現
状
を
み
る
と
の
時

経
営
者
の
よ
り
一
層
の
自
助
努
力
が

必
要
な
と
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
特
に
取
引
先
管
理
を
な
い
が

し
ろ
に
し
て
い
た
の
で
は
建
全
な
経

営
と
は
一
言
え
ま
せ
ん
▼
そ
と
で
、
今

回
は
、
取
引
先
の
倒
産
予
測
の
方
法

を
経
営
者
、
経
営
基
盤
財
務
内
容

の
点
か
ら
研
究
し
て
み
る
と
と
に
し

ま
し
た
。
一
人
で
も
多
く
の
方
の
御

参
加
を
羚
願
い
致
し
ま
す
。
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昭
和
五
十
二
年
度
事
業
報
告
及
び
ず
議
員
一
部
異
動
に
つ
い
て
次
の
と

収
支
決
算
を
審
議
す
る
第
-
0
八
回
お
り
報
告
さ
れ
た
。

常
議
員
会
は
去
る
六
月
十
六
日
、
上
◎
大
阪
瓦
斯
妹
奈
良
支
社
長

田
会
頭
ら
十
九
名
の
出
席
に
ょ
り
奈

断
大
谷
茂
夫
氏
旧
下
川
均
氏

良
ホ
テ
ル
別
館
に
お
い
て
開
催
。
両

(
四
月
一
日
付
)

案
は
、
い
゛
れ
も
原
案
通
り
瓢
さ
◎
第
一
生
命
保
険
相
奈
良
支
社
長

れ
る
と
と
も
に
、
次
回
の
議
員
総
会

断
田
口
治
男
氏
旧
坂
入
淑
雄
氏

に
提
出
さ
れ
る
と
と
に
な
っ
た
。

(
四
月
一
日
付
)

議
事
は
報
告
事
項
か
ら
入
り
、
ま
◎
近
畿
電
気
工
事
側
奈
良
支
店
長
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断
小
柴
薫
氏
脚
岸
井
英
夫
氏

(
四
月
十
日
付
)

◎
脚
日
本
交
通
公
社
奈
良
支
店
長

断
岡
田
平
氏
旧
大
江
章
雄
氏

(
六
月
五
日
付
)

次
い
で
②
大
型
店
舗
の
出
店
届
出

等
と
大
型
店
舗
等
出
店
対
策
協
議
会

の
進
捗
状
況
、
③
業
務
概
要
(
四
月

1
五
月
)
、
④
商
工
会
議
所
百
年
記

念
行
事
に
つ
い
て
事
務
局
よ
り
概
要

報
告
が
な
さ
れ
た
。

次
い
で
協
議
事
項
に
入
り
、
第
一

号
議
案
昭
和
五
十
二
年
度
事
業
報
告

に
つ
い
て
、
第
二
号
議
案
昭
和
五
十

二
年
度
収
支
決
算
承
認
に
つ
い
て
、

以
上
二
議
案
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ

も
原
案
通
り
承
誓
れ
た
。

政
府
系
中
小
企
業
金
融
機
関
の

特
別
貸
付
利
率
の
改
訂
に
つ
い
て
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の
た
び
、
政
府
系
中
小
企
業
金

融
機
関
は
、
長
期
金
利
の
改
訂
の
一

環
と
し
て
昭
和
五
十
三
年
五
月
一
日

付
を
も
っ
て
中
小
企
業
金
融
公
庫
等

の
特
別
貸
付
の
利
率
を
次
の
と
お
り

引
き
下
げ
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
、
中
小
企
業
金
融
公
庫
及
ぴ
国
民

金
融
公
庫

円
近
代
化
貸
付
グ
ル
ー
プ
は
、
 
0

四
五
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き
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げ
て
年
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・
0
五
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に
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る
。
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(
決
算
書
等
詳
細
に
つ
い
て
は
次

号
に
掲
載
)

そ
の
他
、
七
月
六
日
開
催
予
定
の

同
和
問
題
講
演
会
に
対
し
参
加
依
頼

を
な
し
、
引
続
き
、
昨
年
二
月
開
催

の
会
員
大
会
に
お
い
て
決
議
採
択
さ

れ
た
①
高
畑
1
杉
ケ
町
線
の
開
通
問

題
、
②
国
鉄
奈
良
駅
周
辺
の
整
備
、

③
近
鉄
西
大
寺
駅
及
び
学
園
前
駅
周

辺
の
整
備
1
以
上
三
点
に
つ
き
、

奈
良
市
開
発
部
長
の
井
上
俊
夫
氏
を

講
師
に
迎
え
、
「
都
市
開
発
に
つ
い

て
」
と
題
し
た
テ
ー
マ
で
講
演
会
を

開
催
。
午
後
四
時
す
ぎ
当
日
の
日
程

を
終
了
し
た
。
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造
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四
五
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引
き
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げ
て
年
六
・
五

.五
%
と
t
る
。

う
ち
、
中
小
企
業
事
業
転
換
臨
時

措
置
法
に
基
づ
く
事
業
転
換
及
び

新
分
野
進
出
分
に
つ
い
て
は
0

四
五
%
引
き
下
げ
、
当
初
三
年
間

は
年
六
・
0
五
%
、
四
年
目
以
降

は
年
六
・
五
五
%
と
す
る
。

国
安
全
公
害
貸
付
グ
ル
ー
プ
は
、
 
0

四
五
%
引
き
下
げ
、
当
初
三
年

.
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(

写
真
機
、
同
部
分
品
及
び
附
属
品
製

造
業
、
映
画
用
機
械
・
同
部
分
品
及

ひ
附
属
品
製
造
業

.
二
冨
=

問
は
年
六
・
0
五
%
、
四
年
目
以

降
は
年
六
・
五
五
%
と
す
る
。

四
そ
の
他
の
貸
付
グ
ル
ー
プ
で
は
、

産
炭
地
域
貸
付
K
つ
い
て
0
・
ニ

五
%
引
き
下
げ
て
年
六
・
二
身

と
t
る
。

中
小
企
業
新
技
術
企
業
化
等
貸
付

及
び
金
融
鉱
山
等
保
安
施
設
貸
付

(
以
上
は
中
小
企
業
金
融
公
庫
の

み
の
貸
付
制
度
)
は
、
 
0
・
四
五

%
引
き
下
げ
、
当
初
三
年
間
は
年

六
・
0
五
%
、
四
年
目
以
降
は
年

六
・
五
五
%
と
す
る
。

国
倒
産
対
策
緊
急
融
資
は
、
昭
和
五

十
三
年
四
月
一
日
に
貸
付
利
率
を

0
・
一
豆
%
引
き
下
げ
た
の
に
引

き
続
き
、
今
回
は
0
・
ニ
%
引
き

.
ニ
=
:

.
鼻
一
一
=

今
回
、
昭
和
五
十
二
年
分
所
得
税

の
特
別
減
税
が
行
わ
れ
、
次
の
金
額

が
還
付
さ
れ
る
と
と
に
な
り
ま
し

ナ
還
付
さ
れ
る
金
額
は
、
本
人
は
六

千
円
、
控
除
対
象
配
偶
者
や
扶
養
親

族
は
一
人
に
つ
き
三
千
円
と
し
て
計

算
し
た
金
額
で
t
。
た
だ
し
、
昭
和

五
十
二
年
分
の
所
得
税
額
の
方
が
少

な
い
と
き
は
、
そ
の
税
額
ま
で
と
な

り
ま
す
。
還
付
方
法
と
そ
の
手
続
は

次
の
と
船
り
で
t
。

<
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合
>

本
年
六
月
一
日
現
在
に
お
い
て
昨

年
と
同
じ
会
社
に
勤
務
し
て
い
る
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
六
月
1
七
月
ビ

ろ
、
勤
務
先
か
ら
還
付
き
れ
ま
t
。

<
事
業
所
得
者
な
ど
の
場
<
口
>

事
業
所
得
老
な
ど
確
定
申
告
を
し

て
納
税
し
た
人
は
、
六
月
末
ビ
ろ
に

税
務
署
か
ら
特
別
減
税
に
つ
い
て
の

0
中
小
企
業
近
代
化
貸
付
は
、
 
0
.

三
%
引
き
下
げ
年
六
・
五
%
と
す

る
。

0
転
業
貸
付
は
、
 
0
・
四
語
引
き

下
げ
年
六
・
0
五
%
と
t
る
。

0
伝
統
産
業
貸
付
は
、
 
0
・
四
五
%

引
き
下
げ
年
六
・
0
五
%
と
t
る

⇔
生
業
資
金

0
流
通
近
代
化
貸
付
は
、
 
0
・
三
%

引
き
下
げ
年
六
・
五
%
と
t
る
。

0
転
業
貸
付
及
び
伝
統
産
業
貸
付
は

中
小
企
業
資
金
の
場
合
と
同
様
な

利
率
の
引
き
下
げ
を
行
う
。

国
環
境
衛
生
資
金

0
近
代
化
設
備
は
0
・
三
%
引
き
下

げ
年
六
・
五
%
と
す
る
。

衛
生
設
備
及
び
防
災
設
備
は
、
 
0

0

四
五
%
引
き
下
げ
年
六
・
0
五

.%
と
t
る
。

三
一

お
問
い
合
せ
は
中
小
企
業
相
談
所
ま
で

船
知
ら
せ
が
送
付
さ
れ
ま
す
か
ら
、

と
れ
に
同
封
し
て
あ
る
還
得
求
書

用
紙
に
所
要
の
事
項
を
記
入
し
て
、

税
務
署
に
送
り
返
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
う
し
ま
t
と
、
税
務
署
か
ら
還
付

金
の
支
払
通
知
書
が
送
ら
れ
て
き
ま

す
か
ら
、
と
の
支
払
通
知
書
に
ょ
っ

て
郵
便
局
で
還
付
金
を
受
取
る
と
と

に
な
り
ま
す
。

<
そ
の
他
の
人
の
場
合
>

今
年
に
な
っ
て
五
月
末
ま
で
に
退

職
し
た
人
や
、
昨
年
中
途
で
退
職
し

た
人
な
ど
は
、
税
務
署
へ
還
付
請
求

を
し
て
く
だ
さ
い
。
と
の
^
^
貝
昭

和
五
十
二
年
分
の
確
定
申
告
書
を
提

出
し
て
い
な
い
人
は
、
期
限
後
の
確

定
申
告
を
し
て
、
特
別
減
税
を
受
け

る
と
と
に
な
っ
て
い
ま
t
。

く
わ
し
い
と
と
は
、
当
所
中
小
企

業
相
談
所
か
税
務
署
へ
太
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

下
げ
て
年
六
・
ハ
%
(
特
別
の
場

合
は
年
六
・
三
%
)
と
t
る
。

ニ
、
環
境
衛
生
金
融
公
庫

貸
付
対
象
設
備
の
う
ち
、
特
別
利

率
適
用
を
行
う
貸
付
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
船
り
引
き
下
げ
だ
。

0
近
代
化
設
備
は
0
・
四
五
%
引
き

下
げ
年
七
・
0
五
%
と
t
る
。

0
衛
生
設
備
及
び
消
防
設
備
は
、
 
0

四
五
%
引
き
下
げ
当
初
三
年
間

.は
年
六
・
0
五
%
、
四
年
目
以
降

は
年
六
・
五
五
%
と
す
る
。

一
二
、
沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫

一
中
小
企
業
資
金

0
交
通
方
法
変
更
特
別
貸
付
は
、
 
0

ニ
%
引
き
下
げ
年
五
・
ハ
%
と

t
る
。

゛

(

の
う

)

も
よ

の
し

な
ま

ん

、し
み
使

0

よ
こ

(

の
追
加
に
つ
い
て

t
で
に
指
定
を
受
け
て
い
た
百
二

十
五
業
種
に
加
え
昭
和
五
十
三
年
三

月
三
十
日
付
で
新
た
に
次
の
二
十
六

業
種
が
追
加
指
定
き
れ
ま
し
た
。

一
、
全
国
業
種
(
追
加
十
八
業
種
)

く
つ
下
(
パ
ン
テ
ィ
ス
ト
ッ
キ
ン

グ
を
除
く
)
製
造
業
、
整
毛
業
、
分

繊
糸
製
造
業
、
ア
ル
バ
ム
製
造
業
、

紡
織
用
紙
管
製
造
業
、
蚊
と
り
線
香

製
造
業
、
毛
皮
製
造
業
、
銑
鉄
鋳
物

(
鋳
鉄
管
及
び
可
鍛
鋳
鉄
を
除
く
)

製
造
業
、
可
鍛
鋳
鉄
(
鉄
管
継
手
を

除
く
)
製
造
業
、
電
気
メ
ッ
キ
業

(
鋼
材
メ
ッ
キ
業
を
除
く
)
、
金
属
加

工
機
械
(
金
属
工
作
機
械
を
除
く
)

同
部
分
品
及
び
附
属
装
置
製
造
業
、

鋳
造
装
置
製
造
業
、
工
業
窯
炉
余
屯

気
炉
を
含
む
)
・
同
部
分
品
及
び
附

属
装
置
製
造
業
、
金
型
・
同
部
分
品

及
び
附
属
品
製
造
業
、
自
動
車
部
分

品
・
附
属
品
(
内
燃
機
関
電
装
品
及

び
電
気
照
明
器
具
を
含
む
)
製
造
業

磁
気
録
音
装
置
製
造
業
、
画
筆
又
は

化
粧
用
ブ
ラ
シ
の
製
造
用
、
金
属
ブ

ラ
シ
製
造
業

な
船
、
次
の
業
種
に
つ
い
て
は
、

適
用
範
囲
の
拡
大
(
太
字
部
分
)
が

行
わ
れ
た
。

食
卓
用
・
厨
房
用
陶
磁
気
製
造
業

(
絵
付
及
び
転
写
印
刷
業
を
含
む
)

陶
磁
器
製
置
物
製
造
業
(
絵
付
業
及

ひ
転
写
印
刷
業
を
含
む
)
、
陶
磁
器

.

,

▲

'

.

、

3

'

夫和花立
株
長

(
店支

J
 
-
'
,

.
ノ
.
、
、

、

特
別
減
税
に
つ
い
く

,

う

'

製
タ
イ
ル
製
造
業
(
転
写
印
刷
業
を

含
む
)
、
顕
微
鏡
、
望
遠
鏡
又
は
双

眼
鏡
(
部
分
品
を
含
む
)
製
造
業
、

◎
円
高
対
策
法
に
基
づ
く
指
定
業
種

,
、
Y
 
.
、
、
.
一

.

1 .
弔
一

一

マ
ル
経
資
金

金
利
引
き
下
げ
ノ
.

政
府
は
、
公
定
歩
合
の
引
下

げ
に
伴
い
、
マ
ル
経
資
金
(
小

企
業
等
経
営
政
善
資
金
融
資
制

度
)
の
金
利
を
次
の
と
船
り
改

正
す
る
と
と
に
な
っ
た
。

◎
融
資
利
率

年
六
・
六
%
(
旧
六
・
ハ
%
)

そ
の
他
の
条
件
は
従
来
通

り
0

一

、
ニ

甲

J
J

.

1

2

三
三
三
一
一
二
一
.
一
一
,
一
二
三
三
三
三
三
冒
三
.
一
一
,
、
"
三
三
一
=
三
三
三
=
÷
三
工
一
三
三
一
三
昌
三
=
゛
:
一
一
、
一
一
二
一
三
三
三
三
三
=
一
三
三
一
二
一
三
=
冒
一
二

゛

昭
和
五
十
二
年
分
所
得
税 ,
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「
タ
イ
ム
ポ
リ
シ
ー
」

マ
ネ
タ
リ
ー
ポ
リ
シ
ー
(
金
に
関

す
る
政
策
経
済
政
策
)
は
一
般
の

人
に
と
っ
て
極
め
て
ポ
。
ヒ
ユ
ラ
】

で
、
誰
も
が
関
心
を
持
つ
。
バ
ジ
ェ

ツ
ト
は
国
で
は
予
算
で
あ
り
、
家
庭

で
は
家
計
の
と
と
で
あ
る
。
金
の
使

用
計
画
が
大
変
大
事
で
あ
る
と
と
は

大
抵
の
人
は
よ
く
知
っ
て
い
る
。
何

故
だ
ろ
う
か
。
金
は
有
限
な
資
源
で

あ
り
、
と
れ
を
如
何
に
う
ま
く
使
う

か
は
国
に
と
っ
て
も
、
会
社
に
と
っ

て
も
、
家
計
に
お
い
て
も
重
大
な
関

心
事
だ
か
ら
で
あ
る
。

と
と
ろ
で
タ
イ
ム
ポ
リ
シ
ー
あ
る

い
は
タ
イ
ム
バ
ジ
ェ
ッ
ト
と
い
う
一
言

葉
は
余
り
御
存
知
な
い
で
あ
ろ
う

が
、
わ
た
く
し
が
主
宰
す
る
余
暇
開

発
セ
ン
タ
ー
で
は
タ
イ
ム
バ
ジ
ェ
ッ

ト
は
全
く
普
通
の
用
語
で
、
し
か
も

も
っ
と
も
大
事
な
と
と
ぱ
で
あ
る
。

む
ず
か
し
い
と
と
を
い
太
う
と
し
て

い
る
の
で
は
な
く
、
金
の
使
用
計
画

と
同
じ
よ
う
に
生
活
時
問
の
使
い
方

を
考
え
よ
う
と
い
う
と
と
で
、
誰
で

(
財
)
余
暇
開
発
セ
ン
タ
ー

理
事
長
佐
藤

も
少
し
ま
じ
め
に
先
入
観
な
し
に
考

え
て
い
た
だ
け
れ
ぱ
そ
の
大
事
さ
は

直
ぐ
分
か
る
と
思
う
。

金
を
大
事
に
思
い
、
金
の
た
め
に

身
心
を
労
し
、
金
を
よ
り
多
く
獲
得

し
、
出
来
る
だ
け
失
う
ま
い
と
t

る
。
と
れ
が
経
済
学
で
い
う
利
潤
動

機
で
あ
っ
て
、
儲
か
る
儲
か
ら
な
い

か
が
人
間
の
行
動
を
決
定
t
る
と
い

う
考
え
方
で
あ
る
が
、
金
が
無
限
に

存
在
し
、
い
く
ら
で
も
容
易
に
手
に

入
る
の
な
ら
、
金
の
稀
少
価
値
は
な

く
、
金
が
人
間
の
行
動
を
支
配
す
る

と
と
は
あ
り
得
な
い
し
、
人
間
が
拝

金
宗
に
な
る
と
と
は
な
い
で
あ
ろ

あ
る
い
は
「
船
あ
し
」
と
い
う
よ
う

に
足
が
は
え
て
飛
び
歩
き
、
時
に
は

自
分
の
手
許
か
ら
去
っ
て
も
叉
帰
っ

て
来
て
く
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し

か
し
過
ぎ
去
っ
た
時
間
は
再
び
帰
っ

て
く
る
と
と
は
な
い
。
と
と
で
い
う

時
間
は
抽
象
的
な
時
問
一
般
で
は
な

く
、
あ
な
た
の
時
間
、
わ
た
し
の
時

問
の
と
と
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
が
生
き
て
い
る
と
い
う

と
と
は
ど
ぅ
い
う
と
と
か
、
人
間
の

生
涯
と
は
何
か
、
を
考
え
て
見
よ

う
。
人
問
は
偶
然
に
生
ま
れ
て
必
然

的
に
死
ぬ
。
と
れ
は
ま
さ
に
冷
厳
な

事
実
で
あ
っ
て
如
何
な
る
人
も
ま
ぬ

が
れ
る
と
と
は
出
来
な
い
。
人
は
そ

れ
ぞ
れ
が
自
分
の
持
時
問
が
あ
り
、

そ
の
時
間
を
生
き
る
の
が
そ
の
人
の

一
生
だ
と
い
う
と
と
で
あ
る
。
一
日

は
二
十
四
時
問
、
一
年
は
八
千
七
百

六
十
時
間
で
あ
り
、
一
日
八
時
問
眠

る
と
す
れ
ば
目
を
き
ま
し
て
活
動
出

来
る
時
間
は
右
に
掲
げ
た
時
問
の
三

分
の
二
で
あ
る
。
そ
し
て
人
間
は
一

日
の
或
る
倍
数
を
生
き
る
の
で
あ

る
。
自
分
の
持
ち
時
間
を
ど
ぅ
使
う

か
。
何
を
し
て
過
ビ
す
か
と
れ
以
上

大
事
な
と
と
は
な
い
筈
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
真
剣
に
と
の
と

と
を
考
え
よ
う
と
し
な
い
。
タ
イ
ム

ポ
リ
シ
ー
不
在
と
い
わ
れ
て
も
仕
方

が
な
か
ろ
う
。
徒
然
草
の
兼
好
法
師

は
、
益
の
な
い
と
と
し
て
時
間
を
つ

ぶ
t
の
を
愚
か
な
人
と
も
ま
ち
が
い

滋

を
す
る
人
と
も
い
っ
て
い
い
、
人
が

生
き
る
上
で
ど
ぅ
し
て
も
必
要
な
の

は
第
一
に
食
う
物
、
第
二
に
着
る

物
、
第
三
に
住
む
所
だ
。
人
問
に
と

つ
て
大
事
は
と
の
三
つ
だ
け
で
飢
え

ず
、
凍
え
ず
、
風
雨
に
さ
ら
さ
れ

ず
、
静
か
に
日
が
送
れ
る
と
と
を
楽

し
み
と
す
る
。
た
だ
し
人
間
誰
で
も

疾
患
か
ら
免
れ
る
と
と
が
出
来
な
い

か
ら
医
療
の
と
と
を
忘
れ
て
は
い
け

な
い
、
衣
食
住
に
薬
を
加
え
て
、
と

の
四
つ
を
求
め
て
得
ら
れ
な
け
れ
ぱ

貧
し
い
と
い
っ
て
ょ
く
、
と
の
四
つ

が
満
た
さ
れ
れ
ぱ
富
ん
で
い
る
と
と

に
な
る
と
い
っ
て
い
る
。

吉
田
兼
好
の
時
代
と
今
は
同
じ
で

な
い
が
、
人
間
の
本
当
の
楽
し
み
や

喜
び
は
物
や
金
に
対
す
る
無
限
の
欲

求
で
は
な
く
、
精
神
的
な
も
の
で
あ

る
。
兼
好
法
師
は
別
な
箇
所
で
一
銭

は
軽
く
て
値
う
ち
が
な
い
が
、
と
れ

を
積
み
重
ね
る
と
貧
し
い
人
を
分
限

者
に
す
る
抵
ど
の
も
の
に
な
る
。
だ

か
ら
商
人
は
一
銭
を
大
事
に
す
る
心

持
ち
は
切
で
あ
る
が
、
一
瞬
々
々
の

短
い
時
間
は
無
意
識
に
過
ぎ
去
っ
て

し
ま
う
。
人
間
は
金
で
は
な
く
、
自

分
の
持
ち
時
間
が
空
し
く
過
ぎ
去
る

と
と
を
と
そ
惜
し
ま
ね
ぱ
な
ら
ぬ
と

述
べ
て
い
る
。
と
れ
か
ら
の
担
の
中

は
時
の
価
値
、
時
の
効
用
を
真
剣
に

考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
時
に
来
て
い
る
と

思
う
。

う
0と

と
ろ
で
、
一
般
の
人
は
金
に
は

大
変
な
関
心
を
示
す
が
、
時
間
に
は

一
向
に
無
関
心
で
あ
る
。
稀
少
価
値

と
い
う
点
か
ら
い
ぇ
ぱ
時
問
は
金
よ

り
遥
か
に
稀
少
性
が
高
い
と
い
い
得

る
し
、
時
問
の
稀
少
性
は
絶
対
と
も

い
え
る
。

金
は
天
下
の
廻
り
も
の
と
い
い
、

一

((

ト

)
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、
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イ
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ヘ

そ
と
で
、
同
制
度
に
つ
い
て
の
あ

ら
ま
し
を
紹
介
致
し
ま
す
。

マ
制
度
の
特
色

◎
掛
金
総
額
の
十
倍
以
内
を
貸
付
け

加
入
者
は
、
積
み
立
て
た
掛
金
総

額
の
十
倍
の
範
囲
内
で
被
害
額
相

当
の
共
済
金
の
貸
付
け
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

◎
無
利
子
・
無
担
保
・
無
保
証
人

取
引
先
企
業
が
倒
産
し
た
場
<
口
、

無
利
子
・
無
担
保
・
無
保
証
人
で

共
済
金
の
貸
付
け
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

◎
税
法
人
の
特
典

掛
金
は
、
損
金
算
入
(
法
人
の
場

合
)
、
必
要
経
費
算
入
(
個
人
事

業
者
の
場
A
巳
さ
れ
ま
す
。
ま
た

一
括
前
納
分
も
同
様
に
な
り
ま

す
。

◎
五
十
三
年
度
の
特
例

昭
和
五
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
昭

J
、
゛
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゛
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、
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マ
加
入
で
き
る
方

次
の
条
件
に
該
当
t
る
中
小
企
業

者
で
、
引
き
続
き
一
年
以
上
事
業
を

行
っ
て
い
る
方

.
従
業
員
三
0
0
人
以
下
ま
た
は
資
)

本
金
一
億
円
以
下
の
工
鉱
業
等
の
^

会
社
及
び
個
人
~

.
従
業
員
-
0
0
人
以
下
ま
だ
は
資
~

本
金
三
0
0
0
万
円
以
下
の
卸
売

業
の
会
社
及
び
個
人

.
従
業
員
五
0
人
以
下
ま
た
は
資
本

全
0
0
0
万
円
以
下
の
小
売
.

サ
ー
ビ
ス
業
の
会
社
及
び
個
人

.
企
業
組
合
及
び
協
業
組
合

.
事
業
協
同
組
貪
同
小
組
合
ま
た

は
商
工
組
合
で
、
共
同
生
産
、
共

同
販
売
等
の
共
同
事
業
等
を
行
っ

て
い
る
組
合

▽
毎
月
の
掛
金

.
毎
月
の
掛
金
は
、
五
0
0
0
円
、

-
 
0
0
0
0
円
、
一
五
0
0
0

円
、
二
0
0
0
0
円
の
い
ず
れ
か

を
自
由
に
き
め
て
加
入
で
き
ま

t
。

.
加
入
後
、
増
・
減
額
が
で
き
ま

t
。

.
加
入
者
は
掛
金
総
額
が
最
高
三

0
万
円
に
な
る
ま
で
積
み
立
て
ら

れ
ま
す
。

そ
の
他
、
本
制
度
に
つ
い
て
詳
し

く
船
知
り
に
な
り
た
い
方
は
当
所
中

小
企
業
相
談
所
(
担
当
深
水
指
導
員
)

ま
で
兆
問
い
合
せ
く
だ
き
い
。

.
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和
五
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

に
加
入
さ
れ
ま
す
と
、
次
の
よ
う

な
特
例
議
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
掛
金
月
額
の
六
十
倍
(
五
年
分

最
高
百
二
十
万
円
)
ま
で
の
掛
金

を
一
括
前
納
t
る
と
と
が
で
き
ま

す
。
と
の
前
納
掛
金
は
損
金
算
入

(
法
人
)
、
必
要
経
費
算
入
(
個

人
)
き
れ
ま
す
。

②
加
入
後
三
力
月
以
上
経
過
し
て

取
引
先
企
業
が
倒
産
し
た
た
め
、

銀
行
か
ら
倒
産
し
た
取
引
先
企
業

が
振
出
し
た
約
束
手
形
ま
た
は
引

受
け
た
為
替
手
形
を
買
い
戻
す
よ

う
請
求
さ
れ
、
と
れ
に
応
じ
た
場

合
に
は
、
掛
金
を
一
括
前
納
し
て

い
る
ど
掛
金
の
十
倍
(
最
高
三

0
0
万
円
)
か
、
ま
た
は
買
い
戻

し
た
手
形
被
害
額
の
い
ず
れ
か
少

な
い
額
の
貸
付
け
が
受
け
ら
れ
ま

t
。
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中小企業者の方々にとって、経営上
の災難、それは取引先企業の倒産で
はないでしょうか。取引先企業の倒
産で受ける影粋にはいろいろありま
すが、なかでも売掛金債権の回収難
が一番の問題です。中小企業倒産防
止共済は、とのような困難に直面し
た中小企業者の方々のお役に立てる
制度です。
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経営の合理化に
トヨタの力

月づきわずかなりース料てトヨタの新車が
利用てきます。お気軽にご相談ください。

工観枷卿艶トヨリレニ可リース奈良噐論2223

車のご用、うけたまわります
トヨタのビジネスレンタ

必要なとき、必要な場所て、必要な車が、必要な時間だけ
ご利用いナこだけます。お気軽にお電話ください。
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相
次
ぐ
大
型
店
舗

更
に
二
店
舗
が
出
店
計
画

大
型
店
舗
出
店
の
届
出
が
相
次
ぐ

当
市
に
、
更
に
二
件
の
設
置
届
出
書

が
六
月
に
当
所
に
提
出
さ
れ
た
。

一
件
は
、
北
新
町
に
出
店
し
た
側

日
吉
家
具
ミ
う
一
件
は
学
園
前
シ

ヨ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。
当

所
で
は
と
の
進
出
計
画
に
対
し
、
既

存
商
店
に
及
ぼ
す
影
響
等
を
当
所
商

業
小
売
部
会
の
意
見
を
聞
い
て
検

討
、
影
縛
が
あ
る
と
認
め
た
場
合
、

大
型
店
舗
等
出
店
対
策
協
議
会
に
お

い
て
調
整
を
進
め
て
い
く
と
と
に
な

る
。

二
0
九
三
・
一
七
平
方
メ
ー
ト
ル

④
店
舗
面
積

一
四
0
二
・
五
一
平
方
メ
ー
ト
ル

⑤
建
物
の
構
造

鉄
骨
造
一
部
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
⑥
入
居
す
る
主
な
小
売
業
者
名

側
日
吉
家
具

◎
営
業
時
間
一
午
前
九
時
1
午
後

ナ
時

◎
休
業
"
月
四
回

◎
取
扱
商
邑
家
具
全
般

〔
妹
日
吉
家
具
〕

①
建
物
の
名
称

側
日
吉
家
具
ビ
ル

②
建
物
の
所
在
地

奈
良
市
北
新
町
一
五
三
番
地

⑧
建
物
の
延
床
面
積

②
建
物
の
所
在
地

奈
良
市
学
園
北
一
丁
目
-
0
-
七

番
地
三
七
捻
か

③
建
物
の
延
床
面
積

ご
匠
0
0
金
(
今
回
増
設
分
)

④
店
舗
面
積

七
0
五
0
金
(
今
回
増
設
分
)

⑤
建
物
の
構
造

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
地
上
四

階
地
下
二
階
建

⑥
入
居
す
る
主
な
小
売
業
者
名

鵠
近
商
ス
ト
ア

月
子
園
前
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
〕

①
建
物
の
名
称

学
園
前
シ
.
ツ
。
ヒ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
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か
つ
て
、
退
却
を

転
進
敗
戦
を
終
戦

と
い
っ
た
よ
う
に
、

日
本
人
は
、
事
柄
の

本
質
を
正
視
す
る
と

と
を
避
け
る
た
め
K

不
正
確
な
言
葉
を
次

岬
,
^
,
'
ー
.
一
冒
^
'

ー
,
 
1
 
●
 
1
 
,
■
'

,
.
旦
'

一
一
浪
一

^
、
^
、
^
'
^

企
々
に
作
り
、
コ
ト
バ
の
魔
術
で
ご
ま

か
す
と
い
う
性
癖
が
あ
る
よ
う
だ
。

と
ぅ
し
た
コ
ト
バ
は
枚
挙
に
い
と

ま
な
い
が
、
最
近
の
も
の
で
は
、
構

造
不
況
、
安
定
成
長
と
い
う
コ
ト
バ

は
、
同
じ
発
想
か
ら
作
ら
れ
た
も
の

と
い
え
よ
う
。
構
造
不
況
と
い
え

ば
、
政
策
の
誤
り
や
無
謀
な
ま
で
の

企
業
の
設
備
拡
張
の
結
果
か
ら
で
は

な
く
、
人
為
的
に
は
ど
ぅ
に
も
出
来

な
い
、
何
か
自
然
現
象
と
し
て
派
生

し
た
よ
う
で
あ
り
、
ま
た
、
安
定
成

長
と
い
ぇ
ば
、
と
の
不
況
を
し
ば
ら

く
耐
え
し
の
び
さ
え
す
れ
ば
、
や
が

て
安
定
し
た
成
長
が
約
束
さ
れ
て
い

る
よ
う
な
気
分
に
さ
せ
る
も
の
を
持

つ
て
い
る
。

さ
t
が
大
企
業
は
、
と
の
よ
う
な

コ
ト
バ
の
魔
術
に
ビ
ま
か
さ
れ
る
と

と
な
く
、
徹
底
し
た
借
金
減
ら
し
を

実
施
す
る
と
と
も
K
、
さ
ら
に
シ
ビ

ア
な
合
理
化
に
ょ
る
体
質
改
善
に
力

を
入
れ
て
お
り
、
漸
く
そ
の
成
果
が

見
え
は
じ
め
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
に
ひ
き
か
え
、
中
小
企
業
の
中

.
■
,

ー
.

、
,

:
ー
ー
叩
,
ー
^
.
^
冒

に
は
、
構
造
不
況
対
策
や
円
高
不
況

対
策
が
論
議
さ
れ
る
毎
に
、
政
治
家

や
財
界
指
導
層
の
口
か
ら
中
小
企
業

へ
の
特
別
な
配
慮
の
必
要
性
が
提
起

さ
れ
、
そ
れ
が
大
々
的
に
報
道
さ
れ

る
と
一
応
安
心
t
る
と
い
う
向
が
ま

だ
ま
だ
多
い
よ
う
で
あ
る
。
事
実
、

そ
れ
ら
不
況
対
策
の
一
環
と
し
て
、

中
小
企
業
に
対
す
る
特
別
融
資
や
緊

急
融
資
が
あ
る
と
融
資
の
申
し
込
み

が
殺
到
す
る
と
い
う
。

果
し
て
、
安
定
成
長
期
と
は
そ
ん

な
気
楽
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
、
考

え
て
み
ょ
う
。
そ
の
前
に
、
高
度
成

(
ー
ー
ー

丁
ラ
郊

士
士
 
2
ι
ト

但
2

墾
理
町
東
2

弁
弁
 
m
の
0
(

区
2へ
阪

東
北
大

市
町
話

市
本
話

阪
筋
、
、

な
ど
の
信
用
供
与
を
行
う
と
と
と
な

つ
た
。
と
は
い
ぇ
、
能
力
以
上
の
購

買
が
い
つ
ま
で
も
続
く
わ
け
は
な
か

つ
た
。
戦
時
中
及
び
戦
後
極
度
に
不

自
由
な
生
活
を
強
い
ら
れ
た
消
費
者

は
、
三
十
六
年
所
得
倍
増
計
画
の
掛

声
に
あ
と
お
し
さ
れ
な
が
ら
豊
か
な

生
活
を
求
め
て
次
々
と
買
い
進
ん
で

い
っ
た
。
し
か
し
、
い
わ
ゆ
る
三
種

の
神
器
と
い
わ
れ
た
耐
久
消
費
材
な

ど
の
買
い
が
一
巡
す
る
頃
に
は
、
今

ま
で
夢
中
に
な
っ
て
気
付
か
な
か
っ

た
息
切
れ
を
感
じ
は
じ
め
た
。
し
か

も
、
自
然
破
壊
や
公
害
問
題
は
自
分

<

6

(

タ
、

ツ
ー

コ

ト

長
期
と
は
ど
ん
な
時
期
だ
っ
た
か
を

見
て
船
く
必
要
が
あ
る
。

通
俗
的
に
い
う
な
ら
ぱ
、
高
度
成

長
期
と
は
、
消
費
者
の
消
費
能
力

が
、
例
え
ぱ
-
 
0
0
で
あ
る
の
に
、

企
業
側
は
三
0
を
売
り
込
ん
だ
時

期
で
あ
っ
た
。
-
0
0
能
力
し
か
な

い
の
に
一
三
0
買
わ
せ
る
に
は
、
イ

ン
フ
レ
に
ょ
る
粭
料
の
べ
ー
ス
・
ア

ツ
プ
も
あ
っ
た
と
は
い
ぇ
、
さ
ら

に
、
「
消
費
は
美
徳
」
と
称
し
て
、

い
わ
ゆ
る
使
い
捨
て
思
想
を
普
及
す

る
と
共
K
、
割
賦
販
売
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
・
カ
ー
ド
、
住
{
毛
そ
の
他
口
ー
ン

い
を
七
0
よ
り
多
く
増
や
t
と
と
な

く
、
そ
れ
で
い
て
生
活
を
或
る
程
度

エ
ン
ジ
.
イ
す
る
と
と
を
覚
え
た
。

と
れ
は
、
高
度
成
長
期
に
市
場
の

膨
張
(
詔
の
例
で
云
え
ぱ
三
0
)

に
応
じ
て
そ
の
数
も
規
模
も
ふ
ぇ
て

い
た
企
業
に
と
っ
て
は
全
く
青
天
の

解
震
で
あ
っ
た
。
売
り
上
げ
は
殆
ん

(

の
魔
術

゛
、ノ

1

ど
半
分
と
な
り
、
在
庫
を
少
し
で
も
一

減
ら
す
と
と
さ
え
容
易
で
な
い
ぱ
か

り
で
な
く
、
借
金
が
重
く
の
し
か
か
}

だ
ち
の
将
来
に
不
安
の
影
を
落
し
て

い
る
の
に
気
付
き
は
じ
め
た
。
丁

度
、
ロ
・
】
マ
・
ウ
ラ
プ
が
「
成
長
の

限
界
」
を
発
表
し
た
四
十
六
年
頃
で

あ
っ
た
。

そ
し
て
四
十
八
年
末
の
石
油
シ
,

ツ
ク
は
、
消
費
者
を
樗
然
と
目
覚
き

せ
た
。
所
詮
、
自
分
を
守
る
の
は
自

分
し
か
な
い
と
と
を
悟
ら
し
た
。
そ

と
で
消
費
者
は
-
0
0
の
能
力
は
か

わ
ら
な
い
の
に
、
買
う
の
は
七
0
に

一
挙
に
引
下
げ
て
し
ま
っ
た
。
残
り

の
三
0
は
将
来
に
備
え
て
目
減
り
覚

悟
で
貯
蓄
し
た
。
し
か
も
容
易
に
買

つ
て
来
た
。
大
小
を
問
わ
ず
、
企
業

は
従
来
の
蓄
積
に
支
え
ら
れ
な
が
ら

生
き
残
り
策
に
懸
命
の
努
力
を
し
て

い
る
。
し
か
し
、
倒
産
件
数
は
増
大

し
て
容
易
に
減
少
し
な
い
。
政
府
の

不
況
対
策
も
余
り
き
か
な
い
。
た

だ
、
輸
出
の
好
調
が
救
い
と
な
っ
て

い
た
が
、
そ
れ
も
、
色
々
の
苦
情
が

出
て
今
ま
で
通
り
と
い
う
わ
け
に
は

い
か
な
く
な
っ
て
来
た
。
円
が
急
騰

し
て
来
た
。

企
業
と
し
て
生
き
残
る
た
め
に
は

減
量
経
営
に
転
換
し
た
と
い
っ
て
も

A
の
売
り
上
げ
で
は
不
十
分
で
あ

る
。
競
争
は
激
化
し
て
来
た
。
喰
う

か
喰
わ
れ
る
か
。
自
由
主
義
経
済
の

原
則
で
あ
る
競
争
原
理
と
自
然
淘
汰

が
産
業
界
に
適
用
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
。
安
定
成
長
期
と
は
、
と
の
よ

う
な
時
期
の
と
と
を
い
う
の
で
な
い

だ
ろ
う
か
。
緊
禅
一
番
を
期
待
し
た

い
。
中
小
企
業
診
断
士
井
上
誠
逸

第Ⅱ8号(第三種郵便物認可) 奈良会議所ニュース 昭和53年7月10日(毎月1回10日発行) 第Ⅱ8号(第三種郵便物認可)

総合企画・設計・計画・監理

^株式会社桝谷設計
代表取締役桝谷博行

金融機関に関する苦情受付

毎月第1金曜日午後1時~3時

当所2階

本牡及び
奈良事務所

京都事務所

大阪事務所

大宮町 1 丁目 6 番 21 号奈良
TEL 奈良(0742) 3 4-1 4 6 1 qu

京都市中京区御池通御幸町亀屋町京都府旅館会館
TE L 京都(075) 2 2 1-1 6 3 2 rサ

大阪市淀川区宮原2丁目13-12 桝谷ビル
TE L ,大阪((玲) 3 9 1-50 7 1 qu

大蔵省では、金融機関に対していきすぎた歩
積・両建預金の解消やその他業務全般について
指導を行なって霜ります。

奈良財務部に太いて、随時金融機関に関する

苦情を受けつけておりますが、奈良商工会議所

においても毎月第1金曜日午後1時から3

時まで係員を派遺して苦情受付を行なって船り

ますので御利用下さい。

(、

奈良会議所ニュース

冒■■■^^..,.^^..■巨^^■.■■^^●●,●^^■●冒■^^■尾盟●^^●■■■^^●■昆●^^●●■巨^^.

ご自身の巣をもつということは・・・・

昭和53年7月10日(毎月1回10日発行)

^^

営業時間 9:00~22:00
奈良商工会議所会館地階(パブタイム 17:00~22:0の

.^...Ξ^^尾骨冒,^^..■.^^.■可旦^^■■,■^^■■■.^^●●●昆^^■●■●^^■●■●^^■■■一^エ

ぞ二、f、"

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

'^,-k"ニーE^、.,「、"エ、'_

法律相談

経営相談

経理・税務相談

特許相談

金融相談

ボトルキープ

ニッカG&G 3,000円

キングジョージ4,500円

当所では会員サービスの一環として専門相
談室を設けており好評をいただいて兆りまt。
あなたも兆気軽にビ利用くだきい。なお利

用される方は事前(前日可)に当所までビ連
絡ください。

11
^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^,

10:00~12:00

13:00~15:00

13:00~15:00

13:00~15:00

9:00~17:00

目9
ダビル8
5~5557

企業発展のため商品開発を特許・商標等で保護しましょうー・
一国内太よび世界各国の特許・実用新案・意匠・商標一

ダ

田内外国特

1ハ相談日木曜日奈良商工会議所中小企業相談所顧問
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結
婚
す
れ
ぱ
結
婚
祝
金
、
子
供
が

生
ま
れ
れ
ぱ
出
産
祝
金
、
そ
の
子
供

が
入
学
す
れ
ば
入
学
祝
全
病
気
を

す
れ
ば
病
気
見
麺
金
と
い
っ
た
も
の

か
ら
、
給
食
、
住
宅
、
慰
安
旅
行
、

忘
年
会
等
々
と
企
業
で
行
う
従
業
員

の
福
利
厚
生
は
驚
く
ほ
ど
多
岐
に
わ

た
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
要
す
る
経
費

も
ぱ
か
に
な
ら
ず
統
計
に
ょ
れ
ば
、

比
岐
的
と
ぅ
し
た
も
の
に
費
用
を
か

け
て
い
な
い
建
設
と
か
サ
】
ビ
ス
業

で
も
一
人
当
り
月
額
五
千
円
以
上
、

と
の
面
が
充
実
し
て
い
る
鉱
業
と
か

金
融
・
保
険
業
と
な
る
と
と
の
費
用

が
軽
く
一
万
円
を
オ
ー
バ
ー
し
て
し

ま
っ
て
い
る
。

と
と
十
年
捻
ど
は
健
保
と
か
厚
生

年
金
と
か
の
い
わ
ゆ
る
法
定
福
利
費

の
上
昇
が
は
げ
し
く
、
今
日
で
は
、

と
れ
ら
法
定
外
の
福
利
費
は
法
定
福

利
費
を
ず
っ
と
下
ま
わ
っ
て
し
ま
っ

た
が
、
そ
れ
で
も
と
の
経
費
負
担

は
、
現
在
の
よ
う
な
経
営
環
境
の
き

び
し
い
状
況
の
も
と
で
は
た
い
へ
ん

な
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
、
と
れ
が
従
業
員
の
企

業
へ
の
帰
属
意
識
を
高
め
る
と
か
、

勤
労
意
欲
を
高
め
る
と
か
と
い
っ
た

面
で
効
果
が
あ
る
な
り
、
ま
た
従
業

員
の
ス
ト
レ
ス
解
消
や
健
康
増
進
に

役
立
つ
と
い
っ
た
と
と
な
ら
多
少
費

果
か
か
っ
て
も
や
む
を
得
ま
い
。

し
か
し
、
い
ま
企
業
の
行
っ
て
い

る
福
利
厚
生
は
果
し
て
ど
れ
だ
け
の

効
用
を
も
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

た
し
か
に
、
各
種
の
税
金
や
見
舞

金
を
も
ら
う
と
と
に
抵
抗
を
示
t
従

果
の
あ
る
と
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

だ
が
と
の
よ
う
な
も
の
ば
か
り
と

は
い
か
な
い
。
若
い
従
業
員
な
ど
の

中
に
は
社
会
の
慰
安
旅
行
な
ど
は
行

、■
J

、
.

'

、

、

、
'

.

ま
た
、
祝
金
や
見
癖
金
に
し
て
も

現
在
は
額
が
賃
金
な
ど
K
く
ら
べ
相

対
的
に
低
く
(
た
と
え
ぱ
出
産
祝
金

は
平
均
で
五
千
円
程
度
、
比
鞍
的
高

額
の
結
婚
祝
金
に
し
て
も
三
万
円
程

度
)
と
の
た
め
感
謝
t
る
ど
と
ろ
か

逆
に
、
と
れ
に
不
満
を
持
つ
と
か
、

不
満
ま
で
は
い
か
な
く
て
も
と
の
程

度
は
当
然
と
い
っ
た
気
持
を
持
つ
者

が
小
ノ
な
く
な
い
。

と
ぅ
考
え
て
く
る
と
、
従
業
員
の

福
利
厚
生
と
い
う
も
の
は
今
日
の
従

業
員
の
生
活
や
意
識
に
適
応
し
て
い

な
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
と

と
い
ら
へ
ん
で
根
本
的
に
考
え
な
お

さ
ね
ば
な
ら
ぬ
時
期
に
き
て
い
る
よ

う
に
思
う
。

で
は
ど
ぅ
変
え
て
い
け
ば
よ
い
か

と
い
う
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
の
従

業
員
の
構
成
状
況
に
ょ
っ
て
相
当
ち

が
う
と
思
う
の
で
、
従
業
員
側
と
経

営
側
か
ら
代
表
で
も
出
し
て
委
員
会

で
も
作
り
、
そ
と
で
十
分
に
検
討
し

て
、
ど
ぅ
t
べ
き
か
の
案
を
ね
り
、

と
れ
を
従
業
員
に
示
し
て
同
意
を
得

ら
れ
る
形
に
し
て
実
施
t
る
と
い
っ

た
方
法
で
も
と
る
と
と
で
あ
る
。

と
ぅ
し
た
と
と
も
せ
ず
に
い
つ
ま

で
も
と
れ
ま
で
の
も
の
を
続
け
て
も

経
費
ば
か
り
か
か
っ
て
、
何
の
効
果

も
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
と
ぅ
。

(
商
工
中
金
本
店
経
営
相
談
所
顧

問
・
内
田
知
二
)

●
■
■
ノ
、

§
へ
安
へ

J

J

砂一

盲
田ネ

本
21

条
2

9
*.コ

業
員
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
ど

の
企
業
で
も
最
も
力
を
そ
そ
い
で
い

る
住
宅
な
ど
は
そ
れ
を
利
用
し
て
い

る
従
業
員
の
帰
属
意
識
を
高
め
る
効
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六
月
例
会
開
催

六
月
十
三
日
(
火
)
午
前
十
一
時

三
十
分
よ
り
、
商
工
会
議
所
四
階
ホ

ー
ル
に
て
、
上
田
会
長
他
三
十
八
名

が
出
席
し
て
開
催
し
た
。

当
日
は
、
昼
食
後
「
日
本
経
済
の

現
状
と
展
望
」
と
い
う
演
題
で
、
安

定
成
長
下
の
経
済
に
つ
い
て
奈
良
県

立
短
期
大
学
教
授
・
商
学
博
士
由
比

淺
氏
の
講
話
を
拝
聴
し
た
。

゛

き
た
く
な
い
。
そ
れ
だ
け
の
費
用
が

あ
っ
た
ら
賞
与
に
で
、
上
乗
せ
し
て

く
れ
れ
ぱ
よ
い
の
に
と
い
っ
た
と
と

を
口
に
す
る
者
も
少
な
く
な
い
。

(川
の
川
床
料
理
と
い

う
内
容
で
実
施
予
定

倉
吉
田
氏
に
栄
冠

第
八
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

.

.

.

予
七
月
四
日

七
月
十
一
日

七
月
十
一
日

七
月
十
一
日

七
月
十
九
日

八
月
八
日

六
月
十
五
日
、
新
奈
良
ゴ
ル
フ
場

に
て
、
第
八
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ぺ
を
開

催
。
当
日
の
参
加
者
は
六
名
で
、
ア

ウ
ト
.
イ
ン
、
両
コ
ー
ス
を
廻
り
日

頃
の
技
を
競
い
あ
っ
た
。
結
果
、
吉

田
正
二
郎
氏
(
吉
田
電
機
商
工
朗
会

長
)
が
、
ア
ウ
ト
聡
、
イ
ン
熨
で
廻

り
(
ハ
ン
デ
ィ
釦
)
、
当
日
の
栄
冠
を

勝
ち
と
っ
た
。
当
日
の
成
績
は
次
の

通
り
で
あ
る
。

優
勝
吉
田
正
二
郎
氏

二
位
辻
岡
新
治
氏

三
位
山
野
藤
由
氏

四
位
八
田
栄
二
郎
氏

五
位
勝
聞
秀
之
助
氏

六
位
池
之
畑
臼
旦
氏

経
営
者
・
幹
部
社
員
の
た
め
の

定
十
二
時
総
務
委
員
会

十
一
時
理
事
会

十
二
時
月
例
会

十
四
時
総
会

フ
同
好
会

ゴ
レ

文
化
部
の
担
当
で
、

バ
ス
ツ
ァ
ー
を
貴
船

9
8

瓢
商
工
会
議
所
共
済
制
度
1

会
員
事
業
所
の
従

業
員
を
対
象
に
し
た

共
済
制
度
に
加
え
、

経
営
者
・
幹
部
社
員

の
た
め
の
新
ら
し
い

『
共
済
制
度
」
を
紹

介
し
ま
t
。

、
(

富
奈
T
 
本
奈
T

マ
制
度
の
特
色

H
幅
広
い
高
額
の
保
障

奈
良
商
工
会
議
所
の
会
員
事
業

所
の
役
員
、
幹
部
社
員
の
方
々
に

ビ
加
入
い
た
だ
く
も
の
で
、
給
付

額
も
二
千
万
円
か
ら
一
億
三
千
万

円
の
高
額
保
障
で
す
。

そ
の
う
え
、
特
約
(
災
害
死
亡
割

増
支
払
特
約
、
入
院
手
術
保
障
特

約
)
が
付
加
さ
れ
て
い
ま
す
の
で

幅
広
い
保
障
を
お
約
束
し
ま
す
。

⇔
安
い
掛
金

死
亡
保
障
専
門
の
ま
っ
た
く
新

し
い
無
配
当
タ
イ
プ
の
保
険
で
す

の
で
、
満
期
保
険
金
・
配
当
金
が

な
く
、
そ
れ
だ
け
掛
金
は
安
く
な

り
し
か
も
多
数
の
人
々
が
ま
と
ま

つ
て
加
入
き
れ
ま
す
の
で
、
規
模

の
利
益
が
得
ら
れ
ま
す
。

国
法
人
掛
金
は
全
額
損
金
処
理

法
人
が
支
出
す
る
と
の
制
度
の

掛
金
は
、
す
べ
て
福
利
厚
生
費
と

ビ
タ
ミ
ン
E
た
っ
ぷ
り
の

イ
ン
ペ
ッ
ク
ス
小
麦
脛
芽
油

し
て
損
金
に
計
上
で
き
ま
す
。

四
制
度
の
内
容

◎
病
気
に
ょ
る
死
亡
・
廃
疾
一
千

万
円
1
-
億
円

◎
不
慮
の
事
故
に
ょ
る
死
亡
・
廃

疾
二
千
万
円
1
-
億
三
千
万
円

◎
不
慮
の
事
故
に
ょ
る
五
日
以
上

の
入
院
一
日
に
付
五
千
円
1
-

万
円
最
高
三
0
万
円

◎
病
気
に
ょ
る
二
十
日
以
上
の
入

院
一
日
に
つ
き
五
千
円
1
-
万

円
最
高
一
二
0
万
円

◎
不
慮
の
事
故
叉
は
病
気
に
ょ
る

所
定
の
手
術
を
受
け
た
と
き
一

回
に
つ
き
七
万
五
千
円
1
五
十

万
円
最
高
七
百
万
円

▽
制
度
の
お
取
扱
い

円
契
約
の
期
間

契
約
の
期
間
は
、
各
加
入
者
ご

と
に
効
力
発
生
日
か
ら
向
う
十
年

で
す
。
但
し
、
六
十
才
六
力
月
を

と
え
、
七
十
才
六
力
月
ま
で
の
契

約
期
間
は
五
年
。

⇔
加
入
資
格

会
員
事
業
場
の
役
員
・
幹
部
社

員
の
方
で
七
十
才
六
力
月
ま
で
の

方
。
そ
の
他
、
掛
金
等
当
制
度
に

つ
い
て
の
お
問
合
せ
は
当
所
共
済

係
(
⑳
六
ニ
ニ
ニ
)
ま
で

天
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(
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第Ⅱ8号(第三種郵便物認可)
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者、
の0
^
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良
の,
味0

菓子、
冷凍

お菓子は徳村
食品冷業各種奈良県代理

/F 徳村商店
徳村櫓良

菓子食品部奈良市大森町24番地 TEI0742-24-20仇~4
冷陳冷菓部奈良市川ノ上町14番地 TEL0742-22-0122~3

奈良会議所ニュース

代表イ恵

昭和53午7月10日(毎月1回10日発行)
第Ⅱ8号(第三種郵便物認可)

冨士屋学園
グルーフニ

近畿孝女育テスト協会
奈良県孝曳育テスト協会
^ 良経王里ゼ71て 、、

マーキュリーj羊裁学院

奈良会議所ニュース

園本部士屋
良市杉 西町33

42 (23E L .

教室部第
市

E L .0742 (23)

お子様の進学から・洋裁・簿記・会計まで

昭和53午7月10日(毎月1回10日発行)

利厚生の見直しを

福又ビル2 F
5 0 2 8q勺

うねび教室
橿原市畝傍町県立橿原公苑内町

4 e勺

冨士屋学園理事長藤本純忠

δ
一漏
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白衣・事務服・作業服
〔奈良県庁,奈良市役所指定業者〕

雛奈良ユニフォーム

ノ
■

奈良市尼ケ辻町70-1
TEL 奈良(0742)33-0255(代表)
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税
金
の
免
除
な
ど

三
つ
の
救
済
措
置

÷
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わ
が
国
は
、
也
界
で
も
災
害
の
多

い
国
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
ま

t
。
と
れ
か
ら
梅
雨
に
入
り
、
と
の

時
期
に
は
大
雨
に
ょ
る
被
害
が
発
生

す
る
と
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
と
で
、
災
害
に
ょ
っ
て
損
害
を

受
け
た
場
合
、
税
金
の
面
で
ど
の
よ

う
な
救
済
措
置
が
あ
る
か
み
て
み
ま

し
ょ
う
0

震
災
、
風
水
害
、
落
雷
、
火
災
な

ど
の
災
害
を
受
け
た
と
き
、
個
人
の

納
税
者
に
対
す
る
救
済
措
置
は
、
大

き
く
分
け
て
次
の
三
つ
が
あ
り
ま

す
。①

所
得
税
の
軽
減
、
免
除

②
納
税
の
猶
予

⑧
申
告
な
ど
の
期
限
の
延
長

〔
所
得
税
の
軽
減
、
免
除
〕

災
害
を
受
け
た
場
<
口
、
所
得
税
が

軽
減
き
れ
た
り
免
除
さ
れ
た
り
し
ま

す
が
、
そ
の
方
法
と
し
て
次
の
二
つ

が
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
、
「
所
得
税
法
」
に
定
め

る
雑
損
控
除
に
ょ
る
方
法
で
す
。
も

■
、

う
一
つ
は
、
「
災
害
減
免
法
」
に
定

め
る
税
金
の
軽
減
免
除
に
ょ
る
方
法

で
す
。
と
の
二
つ
の
う
ち
ど
も
ら
か

有
利
な
方
法
を
選
ぶ
と
と
が
で
き
ま

ナ
。▽

雑
損
控
除
に
ょ
る
方
法

と
の
方
法
は
、
災
害
や
盗
難
又
は

横
領
に
ょ
っ
て
、
住
宅
、
家
財
、
現

金
な
ど
の
資
産
に
損
害
を
受
け
、
そ

の
損
害
額
が
そ
の
年
分
の
合
計
所
得

金
額
の
十
分
の
一
を
超
え
る
と
き
は

そ
の
超
え
る
金
額
を
所
得
金
額
か
ら

控
除
す
る
方
法
で
す
。

た
だ
し
、
別
荘
な
ど
、
生
活
に
通

常
必
要
で
な
い
資
産
や
五
万
円
を
超

え
る
宝
石
類
な
ど
の
損
害
は
雑
損
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
雑
損
控
除
を
受
け
る
場
合

に
は
、
損
害
の
明
細
書
な
ど
を
所
得

税
の
確
定
申
告
書
に
添
付
t
る
と
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
災
害
免
減
法
に
ょ
る
方
法

と
の
方
法
は
、
災
害
に
ょ
っ
て
住

宅
や
家
財
に
つ
い
て
、
そ
の
価
額
の

(

二
分
の
一
以
上
の
損
害
を
受
け
、
し

か
も
、
そ
の
年
の
合
計
所
得
が
四
百

万
円
以
下
の
場
貪
合
計
所
得
金
額

の
大
小
に
応
じ
て
、
所
得
税
額
を
全

額
免
除
し
た
り
、
二
分
の
一
又
は
四

分
の
一
軽
減
し
た
り
ナ
る
方
法
で

t
。0

軽
減
免
除
の
手
続

雑
損
控
除
や
災
害
減
免
法
に
ょ
る

所
得
税
の
軽
減
免
除
は
、
最
終
的
に

は
翌
年
三
月
の
確
定
申
告
の
時
期
を

待
っ
て
そ
の
適
用
を
受
け
る
と
と
に

な
り
ま
す
。

ま
た
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
つ
い
て

は
給
与
の
支
払
を
受
け
る
段
階
で
、

そ
の
源
泉
所
得
税
の
徴
収
猶
予
や
、

既
に
納
め
た
税
金
の
還
付
を
受
け
る

と
と
が
で
き
ま
す
。

(
納
税
の
猶
予
〕

震
災
、
風
水
害
、
火
災
な
ど
の
災

害
の
た
め
、
既
に
納
期
限
が
き
て
い

る
税
金
を
一
時
に
納
め
る
と
と
が
で

き
な
い
と
き
は
、
納
税
の
猶
予
を
申

請
し
て
、
納
付
困
難
な
税
金
に
つ
い

て
一
年
以
内
の
期
問
だ
け
猶
予
を
受

け
る
と
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
災
害
を
受
け
た
後
一
年
以

内
に
納
期
限
が
く
る
次
の
税
金
に
つ

い
て
は
、
損
害
の
程
度
に
ょ
っ
て
一

年
以
内
の
猶
予
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

①
災
害
が
や
ん
だ
日
以
前
に
納
税
の

義
務
が
成
立
し
て
い
る
税
金
で
、
そ

の
納
期
限
が
損
失
を
受
け
た
日
以
後

に
く
る
も
の
の
う
ち
、
猶
予
の
申
請

の
日
以
前
に
税
金
が
確
定
し
た
も

の
。②

所
得
税
の
予
定
納
税
の
税
金
で
、

そ
の
納
期
限
が
損
失
を
受
け
た
日
以

後
に
く
る
も
の
。

と
の
納
税
の
猶
予
を
受
け
る
場
合

は
災
害
の
や
ん
だ
日
か
ら
二
力
月
以

内
に
申
曾
を
税
務
署
長
に
提
出
し

な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。

(
申
告
期
限
な
ど
の
延
長
)

災
害
な
ど
に
ょ
り
、
国
税
に
つ
い

て
の
申
告
申
請
、
納
付
な
ど
が
そ

の
期
限
ま
で
に
で
き
な
い
と
腎
ら

れ
る
と
き
は
、
災
害
の
や
ん
だ
日
か

ら
二
力
月
以
内
の
範
明
で
そ
の
期
限

が
延
長
さ
れ
ま
す
。

と
の
場
合
、
災
害
に
ょ
る
被
害
が

広
い
地
域
に
及
ぶ
と
き
は
、
国
税
庁

長
官
が
延
長
す
る
期
日
と
地
域
を
定

め
て
告
示
し
ま
t
。
そ
し
て
、
そ
の

地
域
の
納
税
者
は
、
告
示
さ
れ
た
期

限
ま
で
に
申
告
、
器
、
納
付
な
ど

を
t
れ
ば
よ
い
と
と
に
な
り
ま
す
。

告
示
さ
れ
な
か
っ
た
地
域
の
人
は
、

税
務
署
長
に
そ
れ
ぞ
れ
申
請
し
、
期

限
の
延
長
の
承
畢
受
け
る
と
と
に

な
り
ま
す
。

期
限
が
延
長
さ
れ
た
場
合
は
、
そ

の
期
限
ま
で
は
無
申
告
加
算
税
が
課

き
れ
ず
、
ま
た
延
長
期
間
中
の
延
滞

税
は
納
付
を
要
し
ま
せ
ん
。
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第118号(第三種郵便物認可) 奈良会議所ニュース 昭和53年7月10日(毎月1回10日発行)

中国へ行こう

読売青年友好の船
訪中団員募集中

■期日昭和聡年10月5日~17日
■費用 226,000円~430,000円

詳細は総読売讃行奈良営業所
奈良市高天町18 0742(26)5221

第Ⅱ8号(第三種郵便物認可)

良心的な価格・正札販売の店

西大寺店
郡山店
生駒店

iコ 4乢゛

くつろぎのインテリアづくり,

奈良市二条町1丁目1-9
大和郡山市丹後ノ庄町
生駒市谷田町1250

協賛
日中旅行社

モリぞト

企業と家庭に奉仕する

奈良会議所ニュース

栄相互銀

F,、、"、

電 0742
電 07435
電 07437

社長野村萬
良市下三条町 8 番地,;

大宮.大安寺.西大寺・字園前・束生駒・天理
郡[」1(大和小泉)・高田・桜井・桜井北・橿原
五条.下市.上市.大阪(北区南森ルD
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(33) 7671
( 6 ) 2731
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ご婚礼家具
ドレッサー
書斎家具
敷物
お台所用家具
ベビー用家具
座敷机

稔、・・

営業
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ご婚礼組夜具
応接セット
ハt ツド
カーテン

事務用家具
ノひームアクセサリー
タンス

(

品目



〔附録〕
第U8号(第三種郵便物認可)

景気は着実に回復しつつあるといわれてぃます。しかし、秋には息切れの懸念もあるとの予想もあります。
また、 5月の倒産件数及び負債額はともに減少して落ち着いてきているようであります。しかし、 1千万円以
上の負債総額の倒産件数は、1,363件と依然高水準であることは注目すべきでしょう。
多少の企業収益の改善の気配があるとしてもそれは政府の大幅赤字財政を基盤とした景気刺激策による人為

的なものであることを忘れてはなりません。
今が経営改善のチャンスでもあります。そのーつに得意先管理、債権管理があります。
今回は、取引先の経営者、経営基盤財務内容の視点から倒産予測の方法を研究してみたいと,思います。

毛

時7月21日(金)1.日

午後1時30分~3時30分

当所 4 階会議室

近畿大学商学部助教授
公認会計士 中嶌良次氏税理士

,,・",'・゜、'・'・'・"・・・、'・1・・ー・ー・'・・'・'・・・・'・'

奈良会議所ニュース 昭和脇年7月10日(毎月1回10日発行)

参加者氏名 所属部課名

テーマ'倒産予測について、

参加料無料

第2回経営者シリーズ参加申込書
「倒産予担嚇についてブーマ

所在地
企業名

所
師
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